
○ 総務省からの講義について
・ 現在の15分程度の施策説明的な話では、不十分ではないか。
・ 国の体制、施策について、１コマ程度は、講義すべきではないか。
・ ある程度の地位の方（地創審）が、講義をした方が良い。
・ 財政に係る講義内容も必要ではないか。

○ そのほかの講義について
・ 質問が少ないので、講義終了後、短時間のグループトークの時間を与えて、その講義
の疑問点等を話し合わせると、質問も多く出て、深まるのではないか。

・ 講義をした講師が、直接対話を行った方が良い
・ 突っ込んだ対話を行うには、時間が短いので、1グループの時間を長くしてはどうか
・ 時間を長くして、深い話までできるようにした方が、受講者が何かを持ち帰られる。

【直接対話について】

【講義について】

・ 参加している団体に、偏りがあるように思われる。
・ 参加したことのない団体にも参加してもらえるように、ＰＲすべき。
・ 遠方だと、出席しにくい団体も多いので、地方開催は毎年行ってほしい。

【参加自治体について】
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